
ヤマハ発動機株式会社
2019年2月12日

（証券コード：7272）

2018年12月期 本決算説明会

PPM（Public Personal Mobility）



● 業績予想について

この説明資料内で述べられているヤマハ発動機株式会社の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき
当社の経営者が合理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、様々な要因の変
化により大きく異なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因
には、主要市場における経済状況及び製品需要の変動、為替相場の変動等が含まれます。

本日ご説明する内容

２０１８年１２月期 本決算
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■ 概要説明 代表取締役社長 日髙 祥博

■ 事業別説明 取締役 大川 達実



概要説明
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経営総括

中期経営計画の総括

売上高・営業利益 未達成
先進国二輪車事業黒字化未達成、ROV事業建て直し。

収益性改善／財務基盤安定化
営業利益率 ９%水準達成、ROE 15%水準達成、自己資本比率 45％超。

成長戦略（技術開発）の成果
各領域で新たな提供価値を創出、３年間で235モデル投入。

2019年の展望

売上高・営業利益
不透明な外部環境に鑑み為替リスクを最大限見積もった下限ライン。

財務戦略
キャッシュ・フローを改善させ、成長投資と株主還元に積極的に配分。



（億円） ２０１７年実績 ２０１８年実績 前年比

売上高 １６,７０１ １６,７３１ １００％

営業利益 １,４９８ １,４０８ ９４％

営業利益率 ９.０％ ８.４％ △０.６pts.

経常利益 １,５４８ １,３８０ ８９％

当期純利益 １,０１６ ９３４ ９２％
※
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経営業績： ２０１８年

先進国二輪車の販売減、為替影響、原材料高騰により減益。

（＄・€） １１２・１２７ １１０・１３０ ー

（$/ＩＤＲ・ＢＲ$） １３,４１８・３.２ １４,４７６・３.７ ー

※ 親会社株主に帰属する当期純利益



1,498 90
138

△70
△104 △60

△83

1,408

収益性
改善 販管費

増加等
増収効果

為替影響

原材料
価格変動

成長戦略費用
含む
開発費
増加

2017年
（$/€： 112/127）

(IDR・BR$ 13,418・3.2)

2018年
（110/130）

(IDR・BR$ 14,476・3.7)

（億円）
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経営業績 ： 営業利益変動要因

親会社株主
に帰属する
当期純利益

（億円）

934
1,016



（億円） ２０１８年実績 ２０１９年予想 前年比

売上高 １６,７３１ １７,０００ １０２％

営業利益 １,４０８ １,３３０ ９４％

営業利益率 ８.４％ ７.８％ △０.６pts.

経常利益 １,３８０ １,３５０ ９８％

当期純利益 ９３４ ８５０ ９１％

（＄・€） １１０・１３０ １０５・１２０ ー

（$/ＩＤＲ・ＢＲ$） １４,４７６・３.７ １４,２００・３.８ ー

※ 親会社株主に帰属する当期純利益
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経営業績： ２０１９年 （年間予想）

※

為替影響がある中で、安定的に利益を創出する。



1,408
264

139 △46 △226

△53 △157 1,330

増収効果

2018年
（$/€： 110/130）

(IDR・BR$ 14,476・3.7)

2019年

（105/120）

(IDR・BR$ 14,200・3.8)

（億円）

販管費
増加等

原材料
価格変動

成長戦略費用
含む
開発費
増加

8

経営業績 ： 営業利益変動要因 （年間予想）

934 850

親会社株主
に帰属する
当期純利益

（億円）

収益性
改善

為替影響



自己資本（億円）・自己資本比率

当期利益率

総資産回転率

ＲＯＥ

2017年 2018年 2019年 2021年
9

成長に向けた開発に費用を投じ、将来での刈り取りを目指す。

2017年 2018年 2019年 2021年

（15%）

17.6%

14.6%
12.3%

13.4%

6.1%
5.6%

5.0%

5.5%

1.22

1.17
1.14

1.19
6,228 6,575 7,200 

9,100 44.0%
45.9% 46.5%

49.9%

主要財務指標



2017年
実績

2018年
実績

（億円）

2019年
予想
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+736

株主還元

△96

株主還元充実、成長投資を本格化へ。

Cash
IN

キャッシュ・フロー（販売金融除く）

当期利益

償却費 設備投資

運転資金
改善他

運転資金
増加他

成長投資
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2019年も90円配当を継続。

株主還元

ＥＰＳ ： 291円

5.0%

267円

934 850

243円

88円 90円 90円

配当性向 ： 30.2% 33.7% 37.0%

年間配当

当期利益
（億円）1,016

2017年
実績

2018年
実績

2019年
予想



事業別説明



経営業績 ： 事業別 売上高・営業利益（実績）

13※ その他： 産業用機械・ロボット含む

2,504 2,343

7,948 7,879

3,238 3,447

1,516 1,538

1,494 1,525

736 714

595 637

2
229 223

0

500

1000

1500

2000

0

5,000

10,000

15,000

20,000 売上高 営業利益

その他

マリン

特機

新興国
二輪車

8.4%9.0%

2018年
実績

2018年
実績

2017年
実績

先進国
二輪車

16,701 16,731

1,498 1,408

2017年
実績

（$/€： 112/127） （110/130）

△48
△15

△169



2,947 3,257 

1,228 
1,013 

910 921 

592 
791 

17年 18年
2017年

実績
2018年

実績

売上高
（億円）

営業
利益率

8.9％ 8.4％
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タイ

フィリピン

インドネシア

ベトナム

5,677
5,983

二輪車事業

フィリピン・インドネシアでの販売増えるが、
ベトナムでの販売減で減益。

（$/IDR： 13,418） （14,476）

1,385 1,313 

527 501 

460 
406 

132 
123 

17年 18年

日本

北米

大洋州

欧州

2,504

2017年
実績

2,343

2018年
実績

△1.9％ △7.2％

欧州販売減により、営業利益率は
大幅に低下。

アセアン 先進国

（$/€： 112/127） （110/130）



1,753 1,851 

1,485 
1,596 

17年 18年

船外機

ＷＶ・
ボート等

3,238売上高
（億円）

3,447

営業
利益率

18.4% 18.5%

2017年
実績

2018年
実績
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マリン事業、産業用機械・ロボット事業

船外機、ウォータービークル、
ボート等の販売増加。

（$/€： 112/127） （110/130）

676 699 

17年 18年

23.1% 23.5%

サーフェスマウンターの
商品ミックス改善。

2017年
実績

2018年
実績

マリン 産業用機械・ロボット



792 730 

724 808 

17年 18年

RV

ゴルフカー
汎用エンジン等

2017年
実績

2018年
実績
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特機事業、その他の事業

ゴルフカー・汎用エンジン
販売増加。

売上高
（億円）

営業
利益率

△1.0% 0.2%

1,516 1,538

818 826 

17年 18年

電動アシスト自転車の
商品ミックス悪化。

8.9% 7.1%

2017年
実績

2018年
実績

特機 その他

（$/€： 112/127） （110/130）



経営業績 ： 事業別 売上高・営業利益（予想）
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11,178 11,290 

3,382 3,380 

749 810 
390 430 1,033 1,090 

487 530

608 540

167 155

122
85

24 20

0

500

1000

1500

2000

2500

0

5,000

10,000

15,000

20,000
売上高 営業利益

その他

ロボティクス
金融サービス

マリン

7.8%8.4%

2019年
予想

ランドモビリティ

16,731
17,000

1,408
1,330

2018年実績
(組替後)

（$/€： 110/130） （105/120） ※ 2018年実績 （組替後） は参考数値です。
新旧セグメント対応表はp22をご覧ください。

2019年
予想

2018年実績
(組替後)



1,313 1,330 

454 420 

406 370 

110 120 

18年 19年

日本

北米

大洋州

欧州

2,283

2018年実績
(組替後)

2,240

2019年
予想

売上高
（億円）
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先進国二輪車
ランドモビリティ事業

製造・販売機能の構造改革を進め、事業改善に注力する。

（$/€： 110/130） （105/120） ※ 2018年実績 （組替後） は参考数値です。

▲95

▲１82

2018年実績 2019年予想

その他
+42

収益性
改善
+57

規模
増加
+19

経費
改善
+22

▲110

為替
影響
△69

営業
利益率

△4.9％△8.0％
営業利益変動要因



6,684 6,820 

1,068 1,080 

18年 19年

中南米・
その他

アジア

7,752

2018年実績
(組替後)

7,900

2019年
予想

売上高
（億円）
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新興国二輪車、ＲＶ

為替影響を受ける中、新中間層向け
高価格帯二輪車の増販をめざす。

（IDR・BR$ 14,476・3.7） （ 14,200・3.8 ）

632 600 

35 40 

18年 19年
2018年実績

(組替後)
2019年

予想

ランドモビリティ事業

667 640

8.1％8.6％

営業利益
（億円）

665 620 

97 130 

18年 19年

SMB

ATV
ROV

763

2018年実績
(組替後)

750

2019年
予想

2,XXX

△X.X％

△48 △60

△8

0 

△56 △60

売上高
（億円）

営業利益
（億円）

2018年
実績(組替後)

（$/€： 110/130）（105/120）

新ＰＦモデルの開発を進める。

△8.0％△7.4％

2019年
予想

新興国二輪車 ＲＶ

※ 2018年実績 （組替後） は参考数値です。
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マリン事業

1,827 1,820 

1,554 1,560 

18年 19年
2018年実績

(組替後)
2019年

予想

WV・
その他

船外機

3,382 3,380

（$/€： 110/130） （105/120）

為替影響を受けるが、大型船外機の増産効果顕在化。

16.0％18.0％

608

2019年
予想

その他
△34

収益
改善
+23 販管費

増加
△48

540

為替
影響
△76

規模
増加
+67

営業利益変動要因

売上高
（億円）

営業
利益率

※ 2018年実績 （組替後） は参考数値です。

2018年実績
(組替後)





参考：新旧セグメント 比較
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先進国 二輪車
新興国 RV ATV・ROV

SMB
PAS

ME
WV・その他

ME
WV・その他

RV ATV・ROV
SMB

その他 ゴルフカー IM
汎用EG UMS
発電機
除雪機

IM ゴルフカー
自動車用エンジン
電動車いす

自動車用エンジン 汎用EG
PAS 発電機
UMS 除雪機
電動車いす

その他

新セグメント
ランドモビリティ

マリン

ロボティクス

金融サービス

金
融
サ
ー

ビ
ス

（
配
賦

）

旧セグメント
二輪車

マリン

特機

産業用機械・ロボット

その他



二輪車 販売台数・売上高 （年間）

103 93

70 67

199 176

4,558 4,576

461 463

5,390 5,374

2017年 2018年

460 406

527 501

1,385 1,313

6,717 6,684

1,363 1,319

10,452
10,222

2017年 2018年

アジア

欧州

北米
日本

その他

(110/１30)(112/127)（$/€）

売上高
（億円）

出荷台数
（千台）
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マリン・特機 売上高 （年間）

274 279

1,957 2,062

426
505

172
190410
411

3,238
3,447

2017年 2018年

145 169

1,050 1,043

152 155
54 67

115 103

1,516 1,538

2017年 2018年

アジア

欧州

北米

日本

その他

（億円）

(112/127) (110/130)（$/€）

マリン 特機
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590 566

12 19

113 121

56 69
48 51

818 826

2017年 2018年

産業用機械・ロボット その他 売上高 （年間）

230 248

36 32
61

79

338
317

11 22
676

699

2017年 2018年

アジア

産業用機械・ロボット その他

(112/127) (110/130)（$/€）

その他

北米
欧州

日本 （億円）
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設備投資・減価償却費・研究開発費・有利子負債

１7年 18年

設備投資 565 551

減価償却費 455 464

研究開発費 992 1,028

有利子負債 3,535 3,567

（うち販売金融分） 2,487 2,628

（億円）
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為替影響 （対前年）

18年 実績 （年間） 19年予想 （年間）

（億円） US$ EURO その他 合計 US$ EURO その他 合計

本社の輸出入にかかる為替影響 △26 29 △17 △14 △77 △64 0 △141

為替による仕入影響 （海外子会社） 0 0 △27 △27 0 0 30 30

粗利益の換算影響 （海外子会社） △12 15 △109 △106 △40 △39 △72 △150

販管費の換算影響 （海外子会社） 8 △9 66 65 30 28 46 104

営業利益への為替影響 △29 34 △88 △83 △86 △75 4 △157

為替感応度

１円の変動が営業利益

に与える影響額

US$
17億円

EURO
7億円

US$
15億円

EURO
6億円
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